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研究成果の概要（和文）：研究期間を通じて得られた最大の成果は、英語圏における20世紀後半以降の政治思想
史方法論の展開に、学説史的な位置づけを与えられた点である。具体的には、政治思想史研究におけるケンブリ
ッジ学派の方法論は、実証主義や因果的説明をめぐる20世紀半ばの社会科学方法論論争（実証主義とヴィトゲン
シュタイン派のあいだの方法論争）という知的文脈を無視しては理解できないこと、等が判明した。ケンブリッ
ジ学派の方法論を「実証主義」や「コンテクスト主義」と位置づける理解は、テキストもコンテクストもふまえ
ない誤読と判定できる。

研究成果の概要（英文）：The most significant achievement of this research is that it has given a 
historical narrative to the development of the methodology of the history of political thought since
 the second half of the 20th century. Specifically, it reveals that "the Cambridge School" 
methodology in the study of the history of political thought cannot be understood without 
considering its intellectual context of the methodological controversy over positivism and causal 
explanation between positivism and Wittgensteinians in the mid-century. The historical-positioning 
of "the Cambridge School" methodology as "positivist" or "contextualist" can be judged as a fatal 
misreading that does not take into account its historical-intellectual context.

研究分野：政治思想史

キーワード： 方法論　ケンブリッジ学派　質的分析　計量テキスト分析　テキストマイニング

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
この研究課題で政治思想史方法論を再検討するなかでは、歴史研究としての政治思想史学は、政治学や現代政治
論にどのように寄与できるか、という論点の検討が不可避となった。その検討の成果は、わたしたちが現代の政
治を論じるにあたっては歴史的アプローチや思想的アプローチも欠かせないという認識のもとに、一般向け・初
学者向けの政治学教科書（共著『政治学入門　歴史と思想から学ぶ』）の執筆・公刊や、朝日新聞掲載書評とい
うアウトリーチ活動においても活用することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 政治思想史のテクストを理解する方法論として、解釈者の問題意識を過去に遡及的に投影す
る「アナクロニズム」を批判し、テキストそのものの思想的コンテクストを重視すべきことを提
唱した、クエンティン・スキナーやジョン・ポーコックら「ケンブリッジ学派」の問題提起は、
1960 年代末から 90 年代半ばにかけて、国内外で、政治思想史研究の方法論をめぐる研究や論
争を活性化した。しかし、その後、日本語圏では、政治思想史方法論をめぐる研究・論争は停滞
し、政治思想史方法論は、第一線で活躍する思想史研究者たちの知的関心をかならずしも喚起・
刺激しなくなった。その結果、ケンブリッジ学派についての理解は更新されず、かつての誤解や
戯画化が残ったままであり続けた。また、ケンブリッジ学派以後の政治思想史方法論はまったく
フォローされず、「知の空白」と呼びうる研究の欠落が生じている。 
 政治学全体を視野に収めるならば、こうした政治思想史学における方法論研究の低調さとは
対照的に、定量的な手法（とくに統計学的な因果分析）を用いる分野では、方法論をめぐる検討
と洗練が顕著であり、そうした学問史的トレンドは、とくに 1994年の『社会科学のリサーチ・
デザイン（KKV）』の刊行以後にめざましい。政治思想史研究に隣接する政治哲学・政治理論分
野でも、今世紀に入ってからは、分析的政治哲学（および対抗する大陸系政治哲学）が自覚的に
方法論を洗練させて、独自のディシプリンとして急成長している。こうした状況をふまえるなら
ば、政治思想史研究における方法論をめぐる「知の空白」や「方法論離れ」は、早急に改められ
る必要がある。 
 
２．研究の目的 
 
 こうした学問的問題関心をふまえて、「政治思想史方法論の新展開：ポスト・ケンブリッジ学
派の諸動向と定量的解析を軸に」と題するこの研究課題では、政治思想史方法論をめぐるこの四
半世紀の動向を幅広く渉猟して、一方で「ポスト・ケンブリッジ学派」と呼びうる新動向、他方
では定量的なテクストマイニングの手法の台頭に注目しながら、政治思想史方法論の精緻化・質
的向上をめざす。 
 基礎研究としての方法論の貧弱さは、新しい研究動向や方法論的知見の導入や普及を妨げて
いる。海外の西洋政治思想史研究では、1960 年代から 1980 年代の「ケンブリッジ学派」によ
る貢献（方法論や共和主義をめぐる研究）ののちも、新しい研究動向がさまざまに登場している。
世俗化・近代化テーゼの相対化、構築主義アプローチの一般化、「国際論的転回」、絶対主義・君
主主義のリヴィジョニズム、啓蒙をめぐる理解の大転換、「政治思想としての歴史叙述」に対す
る着目は、その代表例である。こうした学問的展開のなかでは、新しい歴史理解の発見だけでな
く、分析概念や分析方法の刷新が提唱されてきたが、日本語圏においては、共有される基礎的・
方法論的プラットフォームを欠くため、残念ながら、そうした新しい成果が学界の共有財産とな
りづらい傾向にある。 
 また、政治思想史分野における方法論をめぐる停滞は、他分野との協働や、ディシプリンの健
全なアイデンティティの形成を阻害している。方法論をめぐる「知の空白」は、政治学の他分野
から相対的に取り残される状況を生んでおり、他分野の研究者から政治思想史分野の研究者に
対して、学術性や有意性をめぐって疑念や批判が向けられることも珍しくない。それゆえ、他分
野との生産的な協働を可能にするためにも、「何について、どのように、どのような精度の知見
をもたらす方法をそなえるか」を明確に示す、方法論の質的向上・精緻化が求められる。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では、まず、政治思想史研究の方法論をめぐるこの四半世紀の新しい動向を幅広くサー
ヴェイし、最前線の研究成果や論争を整理・分析する。こうした作業のなかでは、方法論上のさ
まざまなアプローチ間の対話や架橋の可能性について検討するとともに、方法論そのものの意
義やステータスをめぐる「メタ方法論」についても分析する。 
 本研究が、最前線の研究成果としてまず分析の手がかりとして分析するのは、「ポスト・ケン
ブリッジ学派」と呼びうる新しい動向と、新しく台頭しつつある、統計的手法を用いた定量的な
テクスト解析の手法である。 
 ケンブリッジ学派の思想史方法論をめぐっては、1990 年代以降も、海外では小規模ながら再
検討作業が継続している。それらの研究成果をふまえて本研究では、ケンブリッジ学派を 20 世
紀中・後半の思想史・学問史（とくに論理実証主義、分析哲学の系譜）に定位する手法を採用し
て、その学説史的位置の再評価をはかったうえで、そうした学説史的位置づけをふまえながら、
ケンブリッジ学派の次に位置する「ポスト・ケンブリッジ学派」の動向を析出する。 
 また、「テクストマイニング」と総称される定量的なテクスト解析の手法は、これまで国内外
の政治思想史方法論で取り上げられることは稀だったが、ひろく人文社会科学分野の動向に着



目するならば、その急速な普及を観察できる。「テクストマイニング」では、テクストを定量的
データに変換して統計的解析を加えて、語や概念の出現頻度、概念相互の相関や分類を定量的に
示す手法によって、テクストの構造を可視的に表現することができる。本研究では、定量的変換
や統計学的処理についての理論的考察も含め、政治思想史方法論としての可能性と限界を明ら
かにしながら、ほかの手法との接合可能性を検討する。 
 
４．研究成果 
 
 本研究課題の研究成果は、大きく、以下の５項目に整理できる。 
 
(1)ケンブリッジ学派、ポストケンブリッジ学派 
 研究期間全体を通じて得られた最大の知見は、20 世紀後半以降の英語圏における政治思想史
方法論の展開について学説史的な整理をつけられたことであり、とくに、ケンブリッジ学派と呼
ばれる潮流の歴史的位置づけと、それ以後のポスト・ケンブリッジ学派と呼びうるいくつかの動
向の定式化を完遂することができた。 
 より具体的に言えば、ここでは、第一に、政治思想史研究におけるケンブリッジ学派の方法論
について、その形成期にさかのぼって、いかなる知的・学問的文脈のなかで当該方法論が形成さ
れたかを学問史的・思想史的手法によって分析した結果、（当時の実証主義・自然主義の動向を
ふまえた）因果的説明の妥当性をめぐる方法論論争こそが、ケンブリッジ学派の形成に決定的に
重要であった、という歴史的事実が明らかになった。知的文脈としては、20 世紀半ばの社会科
学方法論論争（実証主義と反実証主義のあいだの論争）が決定的に重要であり、ケンブリッジ学
派の代表的研究者であるクエンティン・スキナーは、自らの思想史方法論を論じるなかで、意識
的・明示的に、実証主義でも反実証主義でもない社会科学方法論を模索していた。こうした研究
知見があきらかにしたのは、国内外（とくに日本語圏）において散見される、ケンブリッジ学派
を「実証主義」「コンテクスト主義」などと位置づける議論が、テキストをふまえない大いなる
誤解である、という点であった。第二には、英語圏における直近（この四半世紀）の政治思想史
方法論についてサーヴェイし、その特色や傾向を分析した。とくに注目したのは、マーク・ビー
ヴァーとエイドリアン・ブローの思想史方法論である。このなかでは、政治思想史研究でも、ポ
スト基礎付け主義の科学哲学という動向や、不確実性をハンドルするというかたちで量的・質的
分析の方法論の架橋をめざす方法論的動向（KKVに代表される方法論の動向）等をふまえなが
ら、学問方法論を模索している、という現状が明らかになった。 
 これらの研究知見・研究成果は、『思想』1143 号（特集「政治思想史の新しい手法」、2019 年
7 月）に掲載の「ケンブリッジ学派以後の政治思想史方法論」で公表した。この特集号では、実
質的な編集担当として特集内容の構成業務も担い、上記のエイドリアン・ブローの論考を含む、
国内外の政治思想史方法論をめぐる重要な研究成果も同時に掲載することができた。また、こう
した研究知見・研究成果は、いくつかの口頭報告や特別講義（2018 年・2021 年慶應義塾大学、
2020 年桃山学院大学、2021 年国際基督教大学、2021 年東京大学）などでも発信した。 
 
(2)政治学ディシプリンのなかの政治思想史学の役割 
 政治思想史方法論を再検討するなかでは、歴史研究としての政治思想史学が、上位ディシプリ
ンである政治学にはどのように寄与できるか、という論点の検討が不可避となった。この論点に
ついては、理論的・理論史的なアプローチの両面で検討をすすめ、坂本治也・石橋章市朗編『ポ
リティカル・サイエンス入門』（法律文化社）の小文「政治思想史」、および犬塚元・河野有理・
森川輝一の共著『政治学入門 歴史と思想から学ぶ』（有斐閣）という２冊の政治学教科書にお
いて、一定の解答を示した。とくに後者の最終章では、戦後日本における代表的な政治学教科書
を素材にして、政治学教科書の歴史的変遷をたどるなかで、政治学に対する政治思想史アプロー
チの有効性を検討した。 
 
(3)日本の政治学史研究の歴史的起源 
 日本語圏におけるこれまでの政治思想史研究とその方法論を分析するなかでは、日本の西洋
政治思想史研究における社会契約論をめぐるナラティヴの歴史的淵源を突きとめることができ
た。日本の政治思想史研究において、17 世紀から 18世紀の社会契約論に特権的地位を与えた福
田歓一『近代政治原理成立史序説』や『政治学史』の知的ルーツを追究してみると、福田のきわ
めて特徴的な社会契約論理解が、20 世紀初めの英語圏のいくつかの成果をそのまま継承してい
ることが明らかになった。この成果については、本研究課題の期間のうちには、まず速報的に、
日本 18世紀学会『啓蒙思想の百科事典』に寄せた小文「社会契約論」にて事実関係を指摘した。 
 
(4)定量的テキスト分析を活用したテキスト分析 
 定量的テキスト分析に関しては、学会誌『イギリス哲学研究』の小文にて方法論的な特質や課
題を整理したうえで、戦後日本におけるヨーロッパ政治思想史分野の代表的教科書と、デイヴィ
ッド・ヒュームの対話篇『自然宗教をめぐる宗教』という具体的なテキスト（ないしテキスト群）
の分析において定量的な分析手法を実際に活用し、その成果は、２つの口頭報告（「計量テキス
ト分析による影響関係の測定：実践的事例としての教科書の分析」、「政治思想史から『対話』を



読む」）に反映させることができた。 
 
(5)そのほか 
 政治思想史方法論を再検討するなかでは、イヴァン・ジャブロンカに代表される新しい歴史学
方法論の含意や、政治哲学の観点にもとづく政治思想史叙述の扱いについても検討をすすめて、
成果の一端をいくつかの口頭報告（「政治思想としての歴史叙述：ヒストリオグラフィーをめぐ
る思想史分析の前提」、「思想史家としてのジョン・ロールズ：政治哲学者による政治思想史をど
う受けとめるか？」）や小文において公表した。本研究課題の成果の一部は、朝日新聞書評委員
（2021 年度・22年度）におけるアウトリーチ活動においても積極的に活用した。 
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